
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

　
〝
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
〟
は
、
国
立
長
寿
医

療
研
究
セ
ン
タ
ー
が
考
案
し
た
〝
身
体
を

動
か
す
こ
と
〟
と
〝
頭
を
使
う
こ
と
〟
を

同
時
に
行
い
、
効
率
よ
く
脳

を
活
性
化
さ
せ
、
認
知
症
予

防
に
つ
な
げ
る
健
康
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
す
。

【
主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

◦
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
な
が
ら
引
き
算

◦
踏
み
台
昇
降
を
し
な
が
ら
し
り
と
り

◦�

椅
子
に
座
っ
て
、
足
踏
み
し
な
が
ら
数

を
数
え
る

認
知
症
を
相
談
し
よ
う

　
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
活
動
す

る
8
人
の
〝
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
〟

が
、
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く
暮

ら
せ
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。〝
最
近
、

物
忘
れ
が
増
え
た
〟〝
家
族
の
様
子
が
心

配
〟
と
い
っ
た
悩
み
を
聞
き
、
医
療
や
介

護
サ
ー
ビ
ス
へ
の
つ
な
ぎ
役
な
ど
を
行
い

ま
す
。
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
良
い
か
迷
っ

た
と
き
は
、
最
初
の
一
歩
と
し
て
お
声
が

け
く
だ
さ
い
。

認
知
症
を
予
防
し
よ
う

　
予
防
す
る
こ
と
で
認
知
症
に
な
る
の
を

遅
ら
せ
る
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
進
行
を

緩
や
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
自
分
の
ペ
ー
ス
を
大
切
に
、
楽
し
み
や

役
割
を
持
っ
て
生
活
を
送
る
こ
と
が
、
認

知
症
の
リ
ス
ク
を
低
減
さ
せ
る
こ
と
に
つ

な
が
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
日

常
生
活
の
中
で
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て

み
ま
せ
ん
か
。

脳
イ
キ
イ
キ
度
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
よ
う

　
65
歳
以
上
の
市
民
で
〝
物
忘
れ
が
気
に

な
る
〟〝
今
ま
で
好
き
だ
っ
た
こ
と
に
興

味
や
関
心
が
無
く
な
っ
た
〟
な
ど
の
変
化

を
最
近
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
方
を
対
象

に
、神
経・心
理
機
能
テ
ス
ト
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。予
約
制
で
料
金
は
無
料
で
す
。

認知症予防のポイント

　

毎
年
９
月
は
〝
認
知
症
月
間
〟、
９
月
21
日

は
〝
認
知
症
の
日
〟
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
は
誰
に
で
も
起
こ
り
得
る
変
化
で

す
。
誰
も
が
尊
厳
を
持
っ
て
自
分
ら
し
く
暮
ら

せ
る
よ
う
、
今
、
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
合
先　

�

岩
見
沢
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
高
齢
介
護
課
内
）

　
　
　
　
☎
25
‐
４
６
４
９

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
よ
う

　
以
前
は
〝
一
度
発
症
す
る
と
何
も
で
き

な
く
な
る
、
何
も
分
か
ら
な
く
な
る
〟
な

ど
、
社
会
的
に
孤
立
す
る
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
強
か
っ
た
認
知
症
で
す
が
、
現
在
は

〝
認
知
症
に
な
っ
て
も
、
そ
の
人
ら
し
く

生
き
る
〟
こ
と
が
当
た
り
前
の
社
会
へ
変

わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
認
知
症
は
脳
の
病

気
に
よ
る
一
つ
の
〝
状
態
〟
で
あ
り
、
そ

の
人
の
個
性
や
尊
厳
が
失
わ
れ
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
認
知
症
は
〝
あ
る
日
突
然
何
も
か
も
分

か
ら
な
く
な
る
〟
と
い
っ
た
急
激
な
変
化

で
は
な
く
、
長
い
時
間
を
か
け
て
段
階
的

に
進
行
し
て
い
き
ま
す
。
最
初
は
日
常
生

活
に
支
障
は
な
い
も
の
の
、
も
の
忘
れ
が

多
い
と
感
じ
る
な
ど
、
記
憶
力
に
軽
度
の

低
下
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
段
階
（
軽
度
認
知
障
害
）
で
気
付
き
、

専
門
医
へ
の
相
談
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食

事
や
運
動
の
習
慣
化
、
生
活
習
慣
病
の
予

防
な
ど
の
適
切
な
ケ
ア
を
行
う
こ
と
で
、

進
行
を
遅
ら
せ
た
り
、
今
の
生
活
を
長
く

維
持
で
き
た
り
、
健
常
な
状
態
に
戻
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。

認
知
症
を
考
え
る

認
知
症
を
考
え
る

自
分
ら
し
く
暮
ら
す
た
め
に

自
分
ら
し
く
暮
ら
す
た
め
に

健常な状態健常な状態 軽度認知障害軽度認知障害 認知症認知症

認知機能の障害：なし
日常生活の障害：なし

認知機能の障害：ありあり
日常生活の障害：なし

認知機能の障害：ありあり
日常生活の障害：ありあり

〝軽度認知障害〟は健常な状態と認知症の中間の状態

認
知
症
ケ
ア
パ
ス
と
は

　
認
知
症
の
状
態
に
応
じ
て
〝
い
つ
、
ど

こ
で
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が
受
け
ら
れ
る

か
〟
を
ま
と
め
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
す
。

相
談
窓
口
な
ど
の
情
報
を
詳
し
く
掲
載
し

て
い
ま
す
。
市
役
所
本
庁
や
各
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
配
布
し
て
い
る
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い

ま
す
。

ID：3695

地域包括支援センター 担当地区
岩見沢市地域包括支援センター
（高齢介護課内）　☎ 25-4649

担当地区はありませんが、各包括支援セン
ターの後方支援を行います

地域包括支援センターほろむい
（幌向南 2-3）　☎ 32-6622

西 11 丁目～、美園、大和全域、上幌向全域、
幌向全域、中幌向、双葉、御茶の水

南地区地域包括支援センター
（南町 7-2）　☎ 32-0300

東山全域、緑が丘、駒園、南町、志文全域、
上志文、下志文、ふじ、金子、朝日、清水、
奈良、毛陽、栗沢町全域

北地区地域包括支援センター
（北 2西 12）　☎ 33-5383

西 1 ～ 10 丁目、並木、春日、鳩が丘、有
明、北条丁目、北本町、緑、桜木、稔、西川、
若松、大願、北村全域

東地区地域包括支援センター
（5東 16）　☎ 35-7655

東条丁目、元町、若駒、かえで、日の出全域、
栄、東、岡山、峰延、宝水

認知症カフェで交流を認知症カフェで交流を
　現在市内で８カ所の認知症カフェ現在市内で８カ所の認知症カフェ
が開催されています。誰でも参加でが開催されています。誰でも参加で
き、相談や交流ができる場です。認き、相談や交流ができる場です。認
知症ケアの経験がある、医療や福祉知症ケアの経験がある、医療や福祉
の資格を持つ専門職などがスタッフの資格を持つ専門職などがスタッフ
として運営しています。として運営しています。
　開催日など詳しくは、　開催日など詳しくは、
市ホームページをご覧く市ホームページをご覧く
ださい。ださい。 ID：4359

【
趣
味
や
学
び
を
楽
し
む
】

　

新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
た
り
、

会
話
を
楽
し
ん
だ
り
し
ま
し
ょ

う
。

【
適
度
な
運
動
を
続
け
る
】

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
体
操
な
ど
、

無
理
の
な
い
範
囲
で
身
体
を
動

か
す
こ
と
を
日
課
に
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

【
人
と
つ
な
が
る
】

　

地
域
活
動
へ
の
参
加
や
、
友

人
と
交
流
し
ま
し
ょ
う
。

正しく理解するこ
とが、当たり前の
社会をつくる第一
歩だね！

無
理
せ
ず
徐
々
に

や
っ
て
み
よ
う
！

市職員が出演して説明
します
9月 11日㈮
午後 5時 40分
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https://www.ncgg.go.jp/hospital/kenshu/kenshu/27-4.html
https://www.city.iwamizawa.hokkaido.jp/soshiki/koreikaigoka/kenko_iryo_fukushi/1/6/2/3695.html
https://www.city.iwamizawa.hokkaido.jp/soshiki/koreikaigoka/kenko_iryo_fukushi/1/4359.html


　認知症の人が集い、自らの思いを話し合ったり〝やりたいこと〟　認知症の人が集い、自らの思いを話し合ったり〝やりたいこと〟
を検討し実現したりする場です。を検討し実現したりする場です。
　玉泉館跡地公園や神社祭りの散策など、みんなで意見を出し　玉泉館跡地公園や神社祭りの散策など、みんなで意見を出し
合いながら年間計画を立てて活動しています。合いながら年間計画を立てて活動しています。

【参加者の声】【参加者の声】
◦�初めは不安でしたが、実際に参加してみると自分のことを話実際に参加してみると自分のことを話
しやすい場で、1人じゃないと思えますしやすい場で、1人じゃないと思えます
◦�自分の体験や生活で工夫していることを共有できる大切な場自分の体験や生活で工夫していることを共有できる大切な場
ですです
◦�自分から「行きたい」と思えるので、生活の張り合いにつながっ自分から「行きたい」と思えるので、生活の張り合いにつながっ
ていますています

　　認知症になってもその人らしさが失われるわけではなく、出来ることはたくさんあります。支える側、認知症になってもその人らしさが失われるわけではなく、出来ることはたくさんあります。支える側、
支えられる側ではなく、同じ地域で生活する仲間として一緒に笑い、共に活動する、そんな関係が増え支えられる側ではなく、同じ地域で生活する仲間として一緒に笑い、共に活動する、そんな関係が増え
ることで、誰もが安心して暮らせる地域づくりにつながります。まずは、認知症を正しく理解し、実際ることで、誰もが安心して暮らせる地域づくりにつながります。まずは、認知症を正しく理解し、実際
に自分や家族などの大切な人が認知症になったとき、どうするかを考えてみませんか。に自分や家族などの大切な人が認知症になったとき、どうするかを考えてみませんか。

認知症に関する書籍展示

【北村学習交流館】
期　間　�9 月 1日㈫～ 13日㈰
【市立図書館】
期　間　�9 月 15 日㈫～ 29日㈫
【来夢 21図書館】
期　間　�10 月 13 日㈫～ 29日㈭

認知症サポーター養成講座

　認知症の基礎知識や早期診断・治療の大切さ、本人や家族へ
の接し方などを学びます。地域でサポーターとしてできること
を一緒に考えてみませんか。
日　時	 �9 月 29 日㈫　	 午前 10時～ 11時 30分
場　所	 �市役所本庁
定　員	 �30 人（申込順）
申込先	 �前日までに、岩見沢市地域包括支援センターへ

認知症関連イベント
無料

チ ー ム オ レ ン ジチ ー ム オ レ ン ジ〝 ひ ま わ り の 会 〟〝 ひ ま わ り の 会 〟

チームオレンジとはチームオレンジとは
　認知症になっても、住み慣れた地域で安心して自分らしく過ごせるように、本人・家族・認知症サポー　認知症になっても、住み慣れた地域で安心して自分らしく過ごせるように、本人・家族・認知症サポー
ター・地域の方など、みんなでつながり、支え合う活動です。ター・地域の方など、みんなでつながり、支え合う活動です。
　チームオレンジ〝ひまわりの会〟は、認知症の人の〝声〟を起点にして、本人のやりたいことと、認　チームオレンジ〝ひまわりの会〟は、認知症の人の〝声〟を起点にして、本人のやりたいことと、認
知症サポーターのできることをつなぐなどの活動をしています。知症サポーターのできることをつなぐなどの活動をしています。
　登録者数　20人（令和 8年 7月現在）　登録者数　20人（令和 8年 7月現在）

活動内容の紹介活動内容の紹介

よりみちカフェよりみちカフェ

いわみざわオレンジフェスタいわみざわオレンジフェスタ
　認知症への理解を深め、認知症の人や家族の気持ちに寄り添い、　認知症への理解を深め、認知症の人や家族の気持ちに寄り添い、
いつまでも安心して暮らせる地域を目指し、正しい知識を広めるいつまでも安心して暮らせる地域を目指し、正しい知識を広める
ことを目的に実施しています。ことを目的に実施しています。

【令和８年度開催】【令和８年度開催】
日時日時　9月 12日㈯ 午前 11時から午後 4時　9月 12日㈯ 午前 11時から午後 4時
場所場所　まなみーる文化センター（９西４）　まなみーる文化センター（９西４）
内容内容　　認知症に関する展示、福祉用具展示、もの忘れ相談会、カフェ
　　　　　　スペース、映画〝父と僕の終わらない歌〟の上映など

昨年の開催風景昨年の開催風景

健ポ

　誰もが当事者になる可能性がある認知症。認知症と共に歩む本人、温かく寄り添う家族、そして地域　誰もが当事者になる可能性がある認知症。認知症と共に歩む本人、温かく寄り添う家族、そして地域
で活動する認知症サポーター、それぞれの〝こえ〟を聞き、自分事として捉えて考えてみましょう。で活動する認知症サポーター、それぞれの〝こえ〟を聞き、自分事として捉えて考えてみましょう。

無料

みんなの ここ ええ から考える認知症

▶�診断されたことはショックではあるけど、
受け入れて一緒に楽しく過ごせると良いと
思います

▶�出来るだけ周囲の人に知らせていくことが
大切。知ってもらい、温かく見守り、時に
はサポートいただければ、それが本人や家
族にとって心の支えになります

▶�一番不安なのは本人なのに、
よく頑張っていると思う。本
人の気持ちを大事に、サポー
トしながら過ごしていきたい
と思います

▶�忘れちゃうことも「いいよ、大丈夫」と言わ
れると安心します

▶�認知症を隠さずオープンにすることで、困っ
た時に周囲から助けてもらいやすくなると考
えています

▶�悩んでいても変わらない。な
ら、自分が楽しいと思うこと
を続ける方法を考えたら良い
と思います

▶�認知症になったからといって、その人ら
しさが失われるわけではない。その人は
その人です
▶�住み慣れた地域で、長くみんなと一緒に
暮らすのが目標。地域とのつながりの中
で、みんなで見守っていくということが
大事だと思います
▶�認知症の人を支えるというより、同じ仲
間として和気あいあいと活動していま
す。いろいろな行事をみんなで考えて、
話し合いで活動内容を決めているので、
支援してるという感じはしないです
▶�楽しい集まりがあるという一つのライフ
ワークになっている。お互いに寄り添い
ながら、活動をしていくことが〝当たり
前〟になる、そんな地域になるといいで
すね
�▶�誰かの力になる。そんな活動ができるこ
とは自分自身の力にもなるし、楽しみに
なります

本人本人  から

家族家族  から

認知症サポーター認知症サポーター  から

開催日など詳しくは、市
ホームページをご覧く
ださい ID：17024

活動の様子（神社祭りの散策）活動の様子（神社祭りの散策）
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https://www.city.iwamizawa.hokkaido.jp/soshiki/koreikaigoka/kenko_iryo_fukushi/1/6/2/17024.html

